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令和６年度第１１回天童市教育委員会について（報告） 

 

日  時  令和７年２月２０日（木）午前１０時から１１時２０分まで 

場  所  天童市教育委員会 第１会議室 

出席委員  相澤一彦教育長、工藤昭広委員、村山晴香委員、松村昌子委員、 

大内あゆ子委員 

出 席 者  松本孝志教育次長兼教育総務課長、伊藤顕吾学校教育課長、 

      押野一貴生涯学習課長、伊藤明学校給食センター所長、 

事務局（教育総務課職員） 

 

議  事 

議第２０号 令和６年度教育委員会所管の３月補正予算について 

議第２１号 令和７年度教育委員会所管の当初予算について 

議第２２号 令和６年度教育委員会小中学校優秀児童・生徒褒賞について 

議第２３号 天童市地域交流・活性化センターの設置及び管理に関する条例の一

部改正について 

 

報  告 

（１）学校教育課 

ア 天童市いじめ問題対策連絡協議会の開催内容について 

 

各課からの連絡 

（１）教育総務課 

  ・小中学校卒業証書授与式及び入学式への出席依頼について 

（２）学校教育課 

・小中学校感染症の状況について 

 （３）生涯学習課 

   ・市立図書館リノベーションプロジェクトの実施について 

（４）学校給食センター 

・学校給食費の改定について 

・今年度の学校給食の提供について 

 

＜教育長あいさつ＞                            

本日は、来年度の基本方針や事業についてご説明したい。 

市内小中学校長会議で校長方に伝えた内容について、教育において大切なのは、

子どもと接する際の愛情であると話しした。愛情を持って接すると子どもも頑張ろ
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うと思う。逆に、愛情のない「頑張ろう」は空虚であると述べた。また、教育で人

は変わるのかについて、教育をしても本人に聞く気がなければ意味がないとされる

が、教育とは変えようとする努力であると考える。変わるタイミングや程度は不明

だが、信念と見通しを持って努力することが重要だと強調した。 

天童市教育委員会では「自立」「共生」「創造」を掲げているが、特別支援教育の

観点から国が掲げる「協働」ではなく「共生」を採用しており、この点について子

どもたちに学ばせてほしいと述べた。また、真理は一つであるという考えについて

探求的な学びでは教員はさまざまな視点を持ちつつも、明確に示すことも求められ

ている。その上で、子どもそれぞれにとって重要な真理を状況に応じて見極める姿

勢が重要だと伝えた。 

 

＜ 議 事 ＞                               

議第２０号 令和６年度教育委員会所管の３月補正予算について 

                             ＜決定する＞ 

審議経過 

 教育次長：国の補正予算により、蔵増小、干布小、荒谷小、第一中のＬＥＤ照明

設備工事を前倒して令和６年度予算で対応する。事業は、令和７年度に繰越し

て実施される。 

 

＜ 議 事 ＞                               

議第２１号 令和７年度教育委員会所管の当初予算について 

                             ＜決定する＞ 

審議経過 

教育次長：令和７年度の教育委員会所管の総予算額は、３５億４，７１８万９千

円となり、伸び率は昨年度よりも約２０パーセント多くなっている。要因は、

市立図書館リノベーション事業、学校給食費の無償化、中学生タブレット端末

の更新があげられる。 

 

工藤委員：学校給食費無償化について、今後は学校で学校給食費を徴収すること

がなくなり、未納額も発生しなくなるのか。また、どの学校も年間の給食回数

は同じか。 

 教育次長・学校給食センター所長：保護者の経済的負担を軽減するために学校給

食費を徴収しないので、未納額もなくなる。また、一律同じ回数ではなくこれ

までどおり各学校の授業日数等に合わせた回数となる。 

 

 村山委員：エンジョイイングリッシュ事業で、新たに小学生も対象とするが、小

中学生別々で行うのかそれとも一緒に行うのか。 

 学校教育課長：エンジョイイングリッシュは、小学生と中学生とに分け、内容を
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変えて行う予定。小学生は楽しく、中学生も楽しさを忘れずにやれればと思う。 

 

松村委員：食育推進事業について、生きるために必要な栄養バランスの知識も食

育に必要だと思うが現状は。 

 学校給食センター所長：朝御飯の重要性のほか、栄養バランスのよい食事の摂り

方などの食育を実施している。また、中学生を対象に疲労骨折や貧血など、学

年に応じた食育も検討したい。 

 

 大内委員：市立公民館への授乳室設置について、授乳室があるとミルクだけでな

く、母乳も与えやすくなりよいことだと感じた。 

  

 

＜ 議 事 ＞                               

議第２２号 令和６年度教育委員会小中学校優秀児童・生徒褒賞について 

                             ＜決定する＞ 

審議経過 

工藤委員：スポーツや芸術文化活動以外で、社会奉仕などの善行部門からも多く

内申が上がってもいいのでは。内申を集めるときに前年の褒賞の例なども伝え

てはどうか。 

  

 教育次長：善行について、学校で把握されていないと感じている。引き続き学校

に働きかけたい。 

 

＜ 議 事 ＞                               

議第２３号 天童市地域交流・活性化センターの設置及び管理に関する条例の一部

改正について 

                             ＜決定する＞ 

審議経過 

生涯学習課長：国の補助金より公民館機能とあわせ地域外の交流も目指した施設

として市立荒谷公民館が３月末に完成するので、新たに荒谷地域交流・活性化

センターを加えるもの。 

 

＜ 報 告 ＞                               

（１）学校教育課 

ア 天童市いじめ問題対策連絡協議会の開催内容について 

学校教育課長：２月５日に第四中で開催した。いじめ実態の説明と関係団体の取

組の発表、後半は委員と第四中生徒による協議を行った。協議では、生徒会に

よるいじめ防止に関する取組の発表と生徒会のメンバーと委員で、友達との関
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わりで困ったこと、ＳＮＳとの関わりなどについて意見交流を行った。 

 

教育長：その他意見なし。以上で第１１回教育委員会会議を終了します。 


